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地域と一体となって進める地域交通確保の取り組みについて 

 
和歌山電鐵株式会社 

 
１ 会社概要 

和歌山電鐵株式会社は、和歌山県和歌山市に本社を置く鉄道事業者であり、貴志

川線を運行しています。平成１８年４月より、南海電気鉄道が廃止を表明した南海

貴志川線（当時）を継承し、地域の熱意、行政による支援を受けて、地方鉄道の再

生を実践しています。また、再生後も沿線の機運を維持するため、地域や行政、交

通事業者で構成する「貴志川線運営委員会」を設置し、活性化に向けた様々な施策

を展開しています。 
 
２ 貴志川線の概要 

貴志川線は、和歌山駅と紀の川市を結ぶ唯一の公共交通機関で、全長１４．３ｋ

ｍ、１０駅の単線路線です。各駅から約１ｋｍ以内の圏域人口は約７．２万人、年

間約２１８万人が利用しています。通勤目的では和歌山市中心部や大阪方面に向か

う利用者、通学目的では沿線の私立短期大学、県立高校、そのほか病院や運転免許

センターなどの公共施設へ向かう利用者がおり、地域の生活交通手段として利用さ

れています。 
 
３ 利用状況 

貴志川線の運行開始後の輸送人員は、以下のとおりです。 
 

輸送人員の推移（平成１７年度～平成２３年度） 
（単位：千人） 

年度 通学定期 通勤定期 定期外 合計 
平成１８年度 ６７７ ７２１ ７１６ ２，１１４

平成１９年度 ６７９ ６７４ ７６５ ２，１１８

平成２０年度 ６８６ ７０４ ８００ ２，１９０

平成２１年度 ７１６ ６８６ ７６９ ２，１７０

平成２２年度 ７３１ ６８３ ７５８ ２，１７１

平成２３年度 ７７１ ６９０ ７２１ ２，１８２

 
４ 特徴的な取り組み 

（１）貴志川線運営委員会の設置 

貴志川線運営委員会は、経営責任者の直下に置かれた正式機関であり、「貴志川

線の永続的存続」を基本理念に、毎月１回、会議を開催しています。委員長は和歌
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山電鐵株式会社、委員として地方自治体、商工会のほか、住民団体、学校関係者が

参画し、経営状況の報告、利用促進策やサービス改善策の協議を行うとともに、貴

志川線を主体となって運営しています。「地域の鉄道を地域で運営、存続させる」

ための取り組みであり、和歌山電鐵株式会社の大きな支えとなっています。 
 
（２）生活路線としての機能強化 

地域住民を対象とした利用促進策としては、利便性向上を目的とした以下のよう

な取り組みを実施しています。 
① 通勤の足としての利便性の向上 

運行半年後には、ＪＲ阪和線との接続を改善し、終電時刻も３０分延長しました。

大阪方面への通勤者は、ＪＲ特急「くろしお」を利用する者が多いことから、２４

年１０月には、夕方から夜間の下り特急「くろしお」との接続についても改善しま

した。 
② お得な一日乗車券の発売 

平成１９年１月より、一日乗車券の販売を開始しています。同乗車券の料金（６

５０円）は、和歌山駅～貴志駅間の往復運賃（７２０円）よりも低料金に設定され

ているため、観光客のみならず地域住民の方にも好評を得ています。 
③ パーク・アンド・ライド／サイクル・アンド・ライドの推進 

「パーク・アンド・ライド」、「サイクル・アンド・ライド」を推進するため、伊

太祈曽駅に６６台収容の駐車場を開設しています。また、岡崎前駅、田中口駅をは

じめ６駅に駐輪場を整備し、生活路線としての機能強化、利便性の向上に取り組ん

でいます。 
 
（３）観光利用者の増加 

・ リニューアル電車（いちご電車、おもちゃ電車、たま電車）の導入 

平成１８年度には、沿線住民に自分たちで残した自分たちの鉄道として愛着を持

ってもらえるようにと、貴志川特産のいちごをテーマにデザインした「いちご電車」

を制作しました。電車改装費用は「いちご電車サポーター」を募り、その一部にさ

せていただきました。 
また、平成１９年７月には、地元企業の協賛により、日本で初めて、車内にガチ

ャガチャマシーンを設置した「おもちゃ電車」の運行を開始、同年１月に貴志駅の

駅長に就任した「たま」の人気とともに、夢のある楽しいリニューアル電車が注目

を集め、国内外からの観光客が急増しました。 
さらに、平成２１年３月からは、こちらもサポーターの支援をつのり制作した「た

ま電車」が運行を開始しています。 
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いちご電車       おもちゃ電車        たま電車 
 

※ ＤＥＳＩＧＮＥＤ ＢＹ ＥＩＪＩ ＭＩＴＯＯＫＡ＋ＤＯＮ ＤＥＳＩＧＮ ＡＳＳＯＣＩＡＴEＳ 

 

５ 今後の課題 

平成２７年３月末の運営費補助期限を視野に入れ、「チャレンジ２５０万人 あ

と４回多く乗って永続させよう」キャンペーンを展開しています。年間２５０万人

の利用があれば、黒字経営が可能であるので、沿線の住民にあと四回乗車してもら

えば、約３０万人の利用増が達成できる見込みです。 
地方自治体、住民、交通事業者の三位一体の創意工夫あふれる取り組みにより、

和歌山電鐵株式会社は、地方鉄道再生のモデルと評価されていますが、和歌山電鐵

株式会社と地域は、単なる「再生」ではない、「永続」を目指して取り組みを継続

しております。 
 
６ 最近の話題 

平成２６年１月５日、貴志駅スーパー駅長“たま”の就任７周年を記念して、“た

ま”とたまの部下である伊太祈曽駅長“ニタマ”が、ダブル昇進しました。 
“たま”スーパー駅長は、和歌山県の観光のシンボルとして、特に海外からのお

客様については上半期だけでも前年比２４０％増となり、観光招き大明神の威光を

遺憾なく発揮したことにより、「貴志川線 １４駅の総駅長職としウルトラ駅長」

となりました。ウルトラ駅長とは、和歌山電鐵の全ての駅長を統括する職制で、今

後は貴志駅の駅長業務のみならず、後進の育成に励んでもらいたいという社命が含

まれています。        
また、“ニタマ”駅長は、就任２年目 

にして、たま駅長の公休日に貴志駅長 
代行を務めるだけでなく、伊太祈曽駅長 
を立派にこなし、和歌山市観光特別大使 
アゼリニャとしても活躍したことを評価 
して、「課長職とし、スーパー駅長」が 
命ぜられました。 

  

たま駅長就任７周年記念式典

（写真） 


